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世界剣道
選手権大会

全国空手道
選手権大会
組手・形の優勝者＝左から栗原一晃、
根本敬介、高橋優子、中町美希

女子団体決勝＝日本対韓国

（５月 25〜 27日、
イタリア・ノヴァラ市）

（７月１日、日本武道館）
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第 15回世界剣道選手権大会

　男女ともに日本が優勝
個人戦は髙鍋進と佐久間陽子が世界一に

団  

体

女子日本選手団

男子日本選手団
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　国
際
剣
道
連
盟
主
催
の
第
15
回
世
界
剣

道
選
手
権
大
会
が
、
５
月
25
〜
27
日
の
３

日
間
、
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ヴ
ァ
ラ
市
で
開
催

さ
れ
た
。
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
は
１
９

７
０
年
に
第
１
回
大
会
が
日
本
で
開
催
さ

れ
て
以
来
、
３
年
に
１
度
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
回
は
節
目
の
15
回
目
に
あ
た
る
。

　別
資
料
に
示
す
よ
う
に
、
第
１
回
の
大

会
で
は
17
カ
国
・
地
域
の
参
加
が
あ
り
、

そ
の
後
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
国
・

地
域
は
増
加
し
、
今
回
、
第
15
回
世
界
剣

道
選
手
権
大
会
に
は
史
上
最
多
の
48
カ

国
・
地
域
が
参
加
し
た
。

　第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
１
９
７
０

年
に
は
、
同
時
に
国
際
剣
道
連
盟
（
Ｆ
Ｉ

Ｋ
）
も
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
時
、
国
際

剣
道
連
盟
の
加
盟
国
・
地
域
数
は
17
で
あ

っ
た
が
、
今
大
会
に
先
立
ち
、
５
月
24
日

に
開
催
さ
れ
た
国
際
剣
道
連
盟
の
総
会
で

は
新
規
３
カ
国
（
ラ
ト
ビ
ア
、
リ
ト
ア
ニ

ア
、
エ
ク
ア
ド
ル
）
の
加
盟
承
認
が
行
わ

れ
、
現
在
、
国
際
剣
道
連
盟
の
加
盟
団
体

は
52
カ
国
・
地
域
と
な
っ
た
。

　ま
た
、
剣
道
の
組
織
団
体
は
存
在
し
て

い
る
が
、
い
ま
だ
国
際
剣
道
連
盟
に
加
盟

し
て
い
な
い
国
・
地
域
は
50
を
数
え
、
現

在
、世
界
で
は
100
以
上
の
国
・
地
域
で
剣
道

が
行
わ
れ
て
お
り
、
剣
道
の
国
際
的
普
及

は
着
実
に
進
ん
で
き
て
い
る
と
言
え
る
。

　剣
道
の
世
界
選
手
権
大
会
で
は
、
４
つ

の
種
目
が
正
式
に
選
手
権
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
男
子
個
人
選
手
権
、
男

子
団
体
選
手
権
、
女
子
個
人
選
手
権
、
そ

し
て
女
子
団
体
選
手
権
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
３
日
間
の
日
程
で
行
っ
て
い
る
。
参
加

人
数
の
関
係
で
、
初
日
に
男
子
個
人
戦
、

２
日
目
に
女
子
個
人
戦
と
団
体
戦
、
そ
し

て
３
日
目
に
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
男

子
団
体
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　今
回
の
大
会
に
は
最
終
エ
ン
ト
リ
ー
の

時
点
（
２
月
28
日
）
で
女
子
個
人
132
名
、

男
子
個
人
190
名
、
女
子
団
体
30
チ
ー
ム
、

男
子
団
体
47
チ
ー
ム
の
参
加
が
受
け
付
け

ら
れ
た
。
団
体
戦
は
１
カ
国
１
チ
ー
ム
の

現
加盟
国

年　　　度 1970 1973 1976 1979 1982 1985 1988 1991 1994 1997 2000 2003 2006 2009 2012
回　　　数 第１回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回 第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回
開　催　国 日本 ｱﾒﾘｶ ｲｷﾞﾘｽ 日本 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ﾌﾗﾝｽ 韓国 ｶﾅﾀﾞ ﾌﾗﾝｽ 日本 ｱﾒﾘｶ ｲｷﾞﾘｽ 台湾 ﾌﾞﾗｼﾞﾙ イタリア

☆ アンドラ ●
☆ アルゼンチン ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ ● ●
☆ アルーバ ● ● ● ● ●
☆ オーストラリア ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ オーストリア ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ベルギー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ブラジル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ブルガリア ● ●
☆ カナダ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ チリ ● ● ● ●
☆ チャイニーズタイペイ、台湾 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ チェコ共和国 ● ● ● ● ●
☆ デンマーク ● ● △ ● ●
☆ ﾄﾞﾐﾆｶ共和国 ● ●
☆ フィンランド ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ フランス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ドイツ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ イギリス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ギリシャ ● ●
☆ ハワイ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ 香港 (●) ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ハンガリー ● ● ● ● ● ● ● ●

アイスランド ● ●
☆ アイルランド ● ● ● ●
☆ イタリア ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ 日本 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ 韓国 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ルクセンブルク ● ●
☆ マカオ ● ● ● ● ●
☆ マレーシア ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ メキシコ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

モロッコ ● ● ●
☆ オランダ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ニュージーランド ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ノルウェー ● ● ● ● ● ● ● ● ●

沖縄 ●
☆ ポーランド ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ポルトガル ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ルーマニア ● ● △ ● ● ●
☆ ロシア ● ● ● ● ●
☆ シンガポール ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ 南アフリカ共和国 ● ● ● ● ● ● ●
☆ スペイン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ スウェーデン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ スイス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ タイ ● ● ● ●
☆ アメリカ合衆国 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
☆ ベネズエラ ● ● ● ● ●

ﾕｰｺﾞｽﾗﾋﾞｱ→ｾﾙﾋﾞｱ ● ● ● ● ●
☆ 中華人民共和国 ● ●
☆ イスラエル ● ●
☆ セルビア ●
☆ モンテネグロ △ ●
☆ エクアドル ●
☆ リトアニア ●
☆ ラトビア ●

参加国実数合計（△含まず） 17 16 20 21 20 25 23 29 32 34 36 41 43 38 48
参加人数 144 100 215 285 300 490 360 471 550 436 522 585 586 551 713

世界選手権大会参加国

第
15
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会

を
振
り
返
っ
て

　国
際
剣
道
連
盟
事
務
総
長
補
佐

　全
日
本
剣
道
連
盟
国
際
部
門
主
幹  

黒
瀬
有
申

（選手団＆役員、最終エントリー時点）
（●）＝役員のみ参加　△＝最終エントリーしたが結局大会参加 0人だった国
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み
の
参
加
が
許
さ
れ
て
お
り
、最
小
５
名
、

最
大
７
名
の
構
成
で
、
毎
試
合
ご
と
に
５

名
を
選
考
し
て
各
国
の
代
表
チ
ー
ム
と
し

て
試
合
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　大
会
は
、
ノ
ヴ
ァ
ラ
市
の
ス
ポ
ー
テ
ィ

ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

市
の
人
口
は
10
万
人
程
度
で
あ
る
が
立
派

な
施
設
で
、
広
さ
も
十
分
あ
り
、
観
客
席

も
４
０
０
０
人
ほ
ど
収
容
可
能
な
体
育
館

で
あ
る
。
会
場
の
準
備
は
イ
タ
リ
ア
剣
道

連
盟
（
Ｃ
Ｉ
Ｋ
）
が
主
管
国
と
し
て
取
り

仕
切
っ
て
行
い
、
運
営
は
大
き
な
問
題
も

な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。

　試
合
場
は
、
４
面
が
横
一
列
に
配
置
さ

れ
、
ス
コ
ア
ー
ボ
ー
ド
に
は
60
イ
ン
チ
の

液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
採
用
さ
れ
、
ス
コ

ア
ー
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
集
計
さ
れ
た
。

こ
れ
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
。
た
だ
、

し
ば
し
中
断
も
あ
り
、
動
作
が
完
全
で
な

か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

　ノ
ヴ
ァ
ラ
市
に
は
、
参
集
し
た
各
国
選

手
団
が
一
同
に
宿
泊
で
き
る
よ
う
な
大
規

模
な
ホ
テ
ル
が
な
く
、
各
国
選
手
団
は
10

以
上
の
ホ
テ
ル
に
分
か
れ
て
滞
在
し
た
。

し
た
が
っ
て
大
会
期
間
中
は
バ
ス
に
よ
る

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と
な

り
、
こ
の
点
を
ノ
ヴ
ァ
ラ
市
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
だ

っ
た
。
実
際
、
多
く
の
市
バ
ス
が
ホ
テ
ル

か
ら
選
手
団
を
乗
せ
て
大
会
会
場
や
練
習

会
場
の
間
を
往
復
し
た
。

　試
合
の
勝
敗
を
公
正
に
判
定
す
る
こ
と

が
責
務
と
さ
れ
る
審
判
団
は
、
奥
島
快
男

審
判
長
以
下
41
名
が
世
界
各
国
よ
り
参
集

し
、事
前
に
２
月
、成
田
市
に
お
い
て〝
有

効
打
突
の
見
極
め
〟
を
主
目
的
と
し
て
、

２
日
間
の
審
判
講
習
を
行
い
、
さ
ら
に
大

会
の
前
々
日
、
５
月
23
日
に
、
大
会
会
場

に
お
い
て
１
日
講
習
会
を
開
催
し
て
、
審

判
員
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。
可
能
な
限

り
万
全
を
尽
く
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
。
し

か
し
、
世
界
中
か
ら
参
集
し
た
審
判
員
の

審
判
技
術
の
向
上
は
、
今
後
と
も
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
大
会
に
選
手
と
し
て
臨
む
日
本

選
手
は
、
全
日
本
剣
道
連
盟
が
２
０
１
１

年
度
に
実
施
し
た
強
化
訓
練
講
習
会
（
男

子
８
回
、
女
子
７
回
）
を
経
て
２
月
末
、

第
15
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
の
最
終
エ

ン
ト
リ
ー
に
併
せ
て
選
考
さ
れ
た
。

　

　日
本
選
手
団
は
別
紙
に
示
す
よ
う
に
、

淺
野
修
強
化
委
員
長
、
藤
原
崇
郎
総
監
督

以
下
29
名
（
う
ち
、
男
子
選
手
９
名
、
女

子
選
手
10
名
）
で
構
成
さ
れ
、
選
手
決
定

後
、
大
会
ま
で
、
事
前
の
強
化
合
宿
を
男

子
４
回
、
女
子
４
回
そ
れ
ぞ
れ
国
内
に
て

消
化
し
、万
全
を
期
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
。

　日
本
選
手
団
は
５
月
17
日
に
現
地
ノ
ヴ

ァ
ラ
市
に
到
着
し
、大
会
ま
で
の
１
週
間
、

調
整
を
行
っ
た
。
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
間

に
は
７
時
間
の
時
差
が
あ
り
、
体
調
を
整

え
る
こ
と
が
重
要
な
点
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
、
早
め
に
現
地
入
り
が
で
き
た
の
で

調
整
も
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
た
と
言
え
る
。

　大
会
の
成
績
に
つ
い
て
は
、
初
日
の
５

月
25
日
、
開
会
式
に
続
く
男
子
個
人
戦
に

日
本
選
手
４
名
が
出
場
し
、
髙
鍋
進
選
手

が
決
勝
戦
で
延
長
の
末
、〝
突
き
〟
を
決

め
て
韓
国
の
Ｗ
・
Ｋ
Ｉ
Ｍ
選
手
を
降
し
、

優
勝
し
た
。
そ
し
て
古
川
耕
輔
選
手
が
３

位
に
入
賞
し
た
。
２
位
、
３
位
に
は
韓
国

勢
が
入
り
、
日
本
と
韓
国
と
の
間
で
力
の

	
	

	
	

	
	

◎
強
化
委
員
長
／
選
手
団
長

　淺
野

　修

◎
総
監
督

　藤
原

　崇
郎

◎
男
子
監
督

　塚
本

　博
之	

◎
男
子
コ
ー
チ

　寺
地
賢
二
郎

◎
男
子
コ
ー
チ

　栄
花

　直
輝

◎
男
子
代
表
選
手
９
名
（
五
十
音
順
）

　内
村

　良
一
（
32
）
東
京
都

　大
石

　寛
之
（
27
）
大
阪
府

　大
城
戸

　知
（
27
）
大
阪
府

　勝
見

　洋
介
（
25
）
神
奈
川
県

　木
和
田
大
起
（
33
）
大
阪
府

　正
代

　賢
司
（
31
）
神
奈
川
県

　髙
鍋

　
　進
（
35
）
神
奈
川
県

　畠
中

　宏
輔
（
25
）
東
京
都

　古
川

　耕
輔
（
32
）
大
阪
府

◎
女
子
監
督

　宮
崎

　正
裕

◎
女
子
コ
ー
チ

　竹
中
健
太
郎

◎
女
子
コ
ー
チ

　田
中
百
合
香

◎
女
子
代
表
選
手
10
名
（
五
十
音
順
）

　川
越

　
　愛
（
25
）
兵
庫
県

　黒
河

　香
菜
（
25
）
愛
媛
県

　小
津
野
祐
佳
（
31
）
岡
山
県

　佐
久
間
陽
子
（
26
）
山
形
県

　下
川

　美
佳
（
31
）
鹿
児
島
県

　正
代
小
百
合
（
26
）
東
京
都

　高
橋

　萌
子
（
18
）
東
京
都

　鷹
見
由
紀
子
（
26
）
千
葉
県

　松
本

　弥
月
（
20
）
東
京
都

　山
本
真
理
子
（
23
）
大
阪
府

◎
ド
ク
タ
ー

　秋
山
知
子

◎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
チ

　小
澤

　聡

第
15
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
日
本
選
手
団
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差
が
拮
抗
し
て
き
て
い
る
感
が
あ
る
。
な

お
、
大
城
戸
知
選
手
は
３
回
戦
で
韓
国
の

Ｔ
・
Ｋ
Ｉ
Ｍ
選
手
に
、
畠
中
宏
輔
選
手
は

４
回
戦
で
Ｗ
・
Ｋ
Ｉ
Ｍ
選
手
に
敗
れ
た
。

　大
会
２
日
目
の
５
月
26
日
、
女
子
の
個

人
戦
と
団
体
戦
が
行
わ
れ
た
。
個
人
戦
は

日
本
選
手
４
名
が
出
場
。
日
本
人
同
士
の

決
勝
戦
と
な
り
、
佐
久
間
陽
子
選
手
が
延

長
の
末
、〝
小
手
〟
を
決
め
て
優
勝
し
た
。

２
位
は
黒
河
香
菜
選
手
、
３
位
は
正
代
小

百
合
選
手
と
川
越
愛
選
手
が
入
賞
し
、
日

本
勢
が
上
位
を
独
占
し
た
。

　午
後
に
行
わ
れ
た
女
子
団
体
戦
は
、
日

本
が
決
勝
戦
で
韓
国
を
１
―
０
で
降
し
て

優
勝
、
３
位
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
ド
イ
ツ
が

入
っ
た
。
団
体
決
勝
の
勝
者
数
の
み
を
見

れ
ば
厳
し
い
数
値
で
あ
る
が
、
内
容
的
に

は
日
本
勢
の
実
力
が
十
分
発
揮
さ
れ
た
と

言
え
る
。
し
か
し
、
韓
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
等

も
実
力
を
付
け
て
き
て
お
り
、
今
後
は
接

戦
に
な
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。

　大
会
３
日
目
最
終
日
の
５
月
27
日
、
男

正代小百合
（日本）

女子個人決勝トーナメント

延長㋙

ド ㋱

延長 延長

佐久間陽子
（日本）

川越　愛
（日本）

佐久間陽子
（日本）

優勝
佐久間陽子（日本）

黒河香菜
（日本）

黒河香菜
（日本）

２位　黒河香菜（日本）
３位　正代小百合（日本）
　　　川越　愛（日本）○

髙鍋　進
（日本）

男子個人決勝トーナメント

㋱

延長㋡

㋱

T.KIM
（韓国）

W.KIM
（韓国）

２位　W.KIM（韓国）
３位　T.KIM（韓国）
　　　古川耕輔（日本）

髙鍋　進
（日本）

優勝
髙鍋　進（日本）

W.KIM
（韓国）

古川耕輔
（日本）

（
右
）
開
会
式
で
挨
拶
を
す
る 

武
安
義
光
国
際
剣
道
連
盟
会
長

（
上
）
日
本
選
手
団
の
入
場
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ニュース

子
の
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
日
本
が
決
勝
戦

で
韓
国
を
２
―
１
で
降
し
て
優
勝
し
た
。

３
位
に
は
米
国
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
か
ら

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
入
賞
し
た
。

　日
本
選
手
は
総
じ
て
良
く
健
闘
し
た
と

言
え
る
。
た
だ
各
国
の
追
い
上
げ
も
厳
し

く
、
特
に
韓
国
は
技
術
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
。
た
だ
、
会
場
内
の
観
客
も

含
め
、
剣
道
に
必
要
な
マ
ナ
ー
が
欠
け
た

場
面
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
残
念
だ
っ
た
。

　ま
た
、
全
日
本
剣
道
連
盟
か
ら
指
導
者

を
招
し
ょ
う

聘へ
い

す
る
な
ど
、
指
導
に
力
を
入
れ
て

い
る
国
、
も
し
く
は
そ
の
国
の
指
導
者
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
国
は
レ
ベ
ル
が
上
が

っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
状
況
が
大
会
を
通

じ
て
多
々
見
受
け
ら
れ
、
今
後
、
更
な
る

剣
道
の
発
展
が
期
待
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　剣
道
や
他
の
武
道
は
、
単
に
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
勝
ち
負
け
だ
け
を
競
う
だ
け
も
の

で
は
な
い
こ
と
は
周
知
で
あ
る
が
、
国
際

剣
道
連
盟
は
２
０
０
６
年
に
ス
ポ
ー
ツ
ア

コ
ー
ド
（
当
時
は
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｆ
）
に
加
盟

し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
情
報
化
時
代
に
お

い
て
、
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
国

際
連
盟
の
地
位
が
、
他
の
類
似
団
体
か
ら

脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
見
受
け
ら

れ
、
現
実
に
問
題
も
起
き
て
い
る
。
ス
ポ

ー
ツ
ア
コ
ー
ド
へ
の
加
盟
は
〝
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｄ

Ｏ
〟
と
い
う
文
字
を
国
際
的
な
組
織
に
登

録
す
る
こ
と
で
あ
り
、
剣
道
の
文
化
を
守

る
た
め
に
も
、
必
要
な
流
れ
に
乗
っ
た
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　剣
道
の
本
質
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
世
界
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
剣
道
の
勝
敗

の
決
し
方
が
難
し
く
、
判
り
づ
ら
い
の
も

事
実
で
あ
る
。
剣
道
が
持
つ
競
技
性
は
表

看
板
で
も
あ
る
の
で
、審
判
技
術
を
含
め
、

方
向
性
を
間
違
え
ず
に
更
な
る
検
討
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　今
後
、
普
及
が
進
む
に
つ
れ
て
、
技
術

面
だ
け
で
な
く
、精
神
的
な
面
や
マ
ナ
ー
、

日　　本
フィンランド

男子団体決勝トーナメント
5

5

5

2 1

0

3

2

0

2 本数勝

2

5

0

1

2

0

セルビア
フランス

1

4

オーストラリア
ハンガリー

0

4

オランダ
ブラジル

韓　　国
台　　湾

ニュージーランド
メキシコ

イタリア
アイルランド

カ ナ ダ
アメリカ

日　　本

フランス

ハンガリー

日　　本

日　　本 韓　　国

ハンガリー

韓　　国

アメリカ

ブラジル

韓　　国

ニュージーランド

イタリア

アメリカ
1

2

3

0
5

0
5

0
0

4

優勝
日　　本

２位　韓国
３位　ハンガリー、アメリカ

日　　本
シンガポール

女子団体決勝トーナメント
5

5

5

1 0

0

0

3

0

2

1

2 代表勝

2

1

2

0

ポーランド
カ ナ ダ

0

4

ド イ ツ
ハ ワ イ

4

0

ニュージーランド
アメリカ

ブラジル
イタリア

オーストラリア
ハンガリー

フランス
台　　湾

オランダ
韓　　国

日　　本

カ ナ ダ

ド イ ツ

日　　本

日　　本 韓　　国

ド イ ツ

ブラジル

韓　　国

アメリカ

ブラジル

オーストラリア

フランス

韓　　国
0

3

4

0
3

1
4

0
0

4

優勝
日　　本

２位　韓国
３位　ドイツ、ブラジル

男
子
団
体
予
選
。
日
本
対
南
ア
フ
リ
カ
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文
化
面
の
要
素
が
同
時
に
伝
達
さ
れ
な
が

ら
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り
必
要
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

　第
15
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会
初
日
の

前
日
、
５
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た
国
際
剣

道
連
盟
総
会
で
は
、
３
年
後
の
２
０
１
５

年
、
第
16
回
剣
道
世
界
選
手
権
大
会
の
東

京
開
催
が
決
議
さ
れ
た
。
世
界
剣
道
選
手

権
大
会
は
１
９
７
０
年
の
第
１
回
大
会
が

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
45
年

ぶ
り
に
東
京
で
の
開
催
と
な
る
。

回
開催年

主管国
（開催国）

参加
団体数 1位 2 位 3 位 3 位

第 1 回
1970 年 日本 17

団体 日本 ﾁｬｲﾆｰｽ ﾀ゙ｲﾍ ｲ゚（台湾） ブラジル 沖縄
個人 小林三留（日本） 戸田忠男（日本） 谷口安則（日本） 太田友康（日本）

第 2 回
1973 年 アメリカ 17

団体 日本 カナダ アメリカ ハワイ
個人 桜木哲史（日本） 矢野博志（日本） 藤田徹（日本） 李種林（韓国）

第 3 回
1976 年 イギリス 20

団体 日本 カナダ アメリカ ﾁｬｲﾆｰｽ ﾀ゙ｲﾍ ｲ゚（台湾）

個人 横尾英治（日本） 小野邦之（日本） 細田銉郎（日本） 呉建堂
（ﾁｬｲﾆｰｽ ﾀ゙ｲﾍ ｲ゚台湾）

第 4 回
1979 年 日本 21

団体 日本 韓国 アメリカ ハワイ
個人 山田博徳（日本） 古川和男（日本） 相川博（日本） 寺田幸司（日本）

第 5 回
1982 年 ブラジル 20

団体 日本 ブラジル アメリカ 韓国
個人 蒔田実（日本） 小坂達明（日本） 岡嶋恒（日本） 安ヶ平博（日本）

第 6 回
1985 年 フランス 25

団体 日本 ブラジル 韓国 カナダ
個人 香田郡秀（日本） 小川春喜（日本） J.C. パク（韓国） S.I.キム（韓国）

第 7 回
1988 年 韓国 23

団体 日本 韓国 カナダ ブラジル
個人 大城戸功（日本） 林朗（日本） 坂田秀晴（日本） K.N.キム（韓国）

第 8 回
1991年 カナダ 29

団体 日本 韓国 カナダ ﾁｬｲﾆｰｽ ﾀ゙ｲﾍ ｲ゚（台湾）
個人 武藤士津夫（日本） 坂田秀晴（日本） 山本雅彦（日本） 清水新二（日本）

第 9 回
1994 年 フランス 32

団体 日本 韓国 カナダ ﾁｬｲﾆｰｽ ﾀ゙ｲﾍ ｲ゚（台湾）
個人 高橋英明（日本） 武井幸二（日本） 平野誠司（日本） 栄花直輝（日本）

第 10 回
1997 年 日本 34

男子団体Ⅰ 日本 韓国 ブラジル ﾁｬｲﾆｰｽ ﾀ゙ｲﾍ ｲ゚（台湾）
男子団体Ⅱ ハンガリー スウェーデン イタリア ルーマニア
男子個人 宮崎正裕（日本） 宮崎史裕（日本） 石田利也（日本） 朴相燮（韓国）
女子団体選抜 日本 B 日本 A アメリカB 韓国 A
女子個人選抜
（3 段以上） 木村美姫（日本） 茂木さおり（日本） W.ナカノ（カナダ） 趙慧廷（韓国）

女子個人選抜
（2 段以下） 高嶋寿美（日本） M. オナカ（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ） 李恩貞（韓国） 權珍英（韓国）

第 11 回
2000 年 アメリカ 36

男子団体 日本 韓国 カナダ ブラジル
男子個人 栄花直輝（日本） 竹中健太郎（日本） 染谷恒治（日本） S.S. ホン（韓国）
女子団体
（準公式） 日本 ブラジル アメリカ カナダ

女子個人 河野朋子（日本） 馬場恵子（日本） 矢野比路代（日本） 朝比奈静香（日本）

第 12 回
2003 年 イギリス 41

男子団体 日本 韓国 アメリカ イタリア
男子個人 佐藤博光（日本） 岩佐英範（日本） 佐藤充伸（日本） K.B.リン（韓国）
女子団体 日本 韓国 カナダ ﾁｬｲﾆｰｽ ﾀ゙ｲﾍ ｲ゚（台湾）
女子個人 馬場恵子（日本） 坪田祐佳（日本） 岡田圭（日本） 朝比奈静香（日本）

第 13 回
2006 年

ﾁｬｲﾆｰｽﾞ
ﾀｲﾍ ｲ゚ 44

男子団体 韓国 アメリカ 日本 ﾁｬｲﾆｰｽ ﾀ゙ｲﾍ ｲ゚（台湾）
男子個人 北条将臣(日本） 田中武志 (日本） S.H. カン( 韓国 ) G.H. オウ( 韓国 )
女子団体 日本 韓国 ドイツ カナダ
女子個人 杉本早恵子 (日本） 古室可那子 (日本） 稲垣恵理 (日本） 下川美佳 (日本）

第 14 回
2009 年 ブラジル 38

男子団体 日本 アメリカ 韓国 ブラジル
男子個人 寺本将司（日本） B.H. パク（韓国） K.H.リー ( 韓国） C.K.チョイ( 韓国）
女子団体 日本 韓国 アメリカ ブラジル
女子個人 鷹見由紀子（日本） 庄島幸恵（日本） 新里知佳野（日本） E.	タカシナ(ブラジル）

第 15 回
2012 年 イタリア 48

男子団体 日本 韓国 ハンガリー アメリカ
男子個人 髙鍋	進 (日本） W.キム( 韓国） T.キム ( 韓国） 古川耕輔 (日本）
女子団体 日本 韓国 ドイツ ブラジル
女子個人 佐久間陽子 (日本） 黒河香菜 (日本） 正代小百合 (日本） 川越	愛（日本）

世界剣道選手権大会概要

【
日
本
選
手
団
成
績
】

▽
男
子
団
体

　優
勝

▽
女
子
団
体

　優
勝
、
小
津
野
祐
佳
＝

敢
闘
選
手

▽
男
子
個
人

　髙
鍋
進
＝
優
勝
、
古
川

耕
輔
＝
３
位
、
畠
中
宏
輔
＝
敢
闘
選

手
、
大
城
戸
知
＝
敢
闘
選
手

▽
女
子
個
人

　佐
久
間
陽
子
＝
優
勝
、

黒
河
香
菜
＝
２
位
、
正
代
小
百
合
＝

３
位
、
川
越
愛
＝
３
位

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した
本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　
敬
藏  

著
第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館

目

次

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
４
４
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

（ 四六判・上製・564頁 ）
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ニュース

◇
組
手
一
般
男
子

　

112
名
が
出
場
、
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
行
わ
れ
、
準
決
勝
ま
で
は
試
合
時

間
３
分
間
一
本
勝
負
、
決
勝
は
５
分
間
三

本
勝
負
で
争
わ
れ
た
。

　

日
本
空
手
協
会
の
現
役
世
界
王
者
と
し

て
期
待
が
集
ま
る
飯
村
吏り

毅き

哉や

（
指
定
）

は
、
初
戦
で
蹴
り
の
強
打
に
よ
る
反
則
を

と
ら
れ
、
ま
さ
か
の
敗
退
。

　

準
々
決
勝
、
根
本
敬
介
（
指
定
）
と
粂

田
力
（
指
定
）
の
対
戦
は
、
根
本
が
再
試

合
で
中
段
蹴
り
と
上
段
突
き
を
決
め
て
勝

利
。
忠
ち
ゅ
う

鉢ば
ち

考
治
（
本
部
推
薦
）
対
志
水
亮

介
（
指
定
）
は
、
忠
鉢
が
突
き
技
２
つ
で

志
水
を
退
け
た
。
そ
の
他
、
勝
ち
上
が
っ

た
の
は
、
浅
野
真
治
（
宮
城
）、
岡
田
泰

典
（
本
部
推
薦
）。
前
回
優
勝
の
栗
原
一

晃
（
指
定
）
は
、
準
々
決
勝
で
浅
野
に
敗

れ
た
。

　

準
決
勝
、
根
本
対
岡
田
。
根
本
は
岡
田

の
中
段
突
き
を
払
っ
て
上
段
突
き
に
返

し
、
技
有
り
を
奪
う
。
そ
の
後
も
返
し
技

の
上
段
突
き
を
決
め
て
決
勝
の
舞
台
へ
。

忠
鉢
と
浅
野
の
戦
い
は
、
終
盤
で
上
段
突

き
を
決
め
た
忠
鉢
が
、
辛
く
も
判
定
で
勝

利
し
た
。

　

決
勝
、
根
本
は
寄
り
足
で
じ
わ
じ
わ
と

忠
鉢
と
の
間
合
を
詰
め
る
。
場
外
間
際
ま

組
手
一
般
男
子
決
勝
＝
根
本
対
忠
鉢

根
本
（
左
）
の
中
段
突
き
が
刺
さ
る

内閣総理大臣杯を手にする根本選手

　

第
55
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
日
本

空
手
協
会
）
は
６
月
30
日
（
東
京
体
育
館
）、
７
月
１

日
（
日
本
武
道
館
）
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、

組
手
と
形
の
18
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

男
子
は
、
組
手
で
根
本
敬
介
（
指
定
）
が
２
年
ぶ

り
２
度
目
、
形
で
栗
原
一
晃
（
指
定
）
が
４
連
覇
を

果
た
し
た
。
女
子
は
、
組
手
で
高
橋
優
子
（
指
定
）

が
６
年
ぶ
り
２
度
目
、
形
で
中
町
美
希
（
指
定
）
が

初
優
勝
を
遂
げ
た
。

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

一
般
男
子
組
手
、

　根
本
敬
介
が
優
勝
２
年
ぶ
り

２
度
目
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で
追
い
つ
め
た
根
本
は
逆
突
き
を
連
続
し

て
放
ち
、
忠
鉢
の
中
段
を
抉え
ぐ

る
。
こ
れ
が

技
有
り
と
な
り
、
先
制
し
た
根
本
は
そ
の

後
も
試
合
を
有
利
に
す
す
め
、
足
払
い
か

ら
の
中
段
突
き
、
返
し
技
の
上
段
突
き
を

決
め
て
忠
鉢
と
の
差
を
広
げ
る
。
試
合
は

そ
の
ま
ま
時
間
と
な
り
、
根
本
が
２
年
ぶ

り
２
度
目
の
優
勝
を
手
に
し
た
。

○
優
勝
＝
根
本
敬
介
選
手
（
指
定
）

「
決
勝
は
、
リ
ー
ド
を
奪
っ
て
か
ら
慎
重

に
な
り
す
ぎ
て
、
自
分
か
ら
出
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
や
ら
れ
て
し
ま
う
か
な
と

も
思
い
ま
し
た
」

　

滴
し
た
た

る
汗
も
そ
の
ま
ま
に
、
試
合
内
容
を

こ
う
振
り
返
っ
た
。
今
回
２
度
目
と
あ
っ

て
、
激
闘
の
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
た

っ
て
冷
静
な
様
子
。
自
身
も
、
前
回
優
勝

し
た
と
き
は
無
我
夢
中
だ
っ
た
が
、
今
回

は
少
し
落
ち
着
い
て
出
来
た
と
語
る
。

　

33
歳
、
日
本
空
手
協
会
の
指
導
員
に
な

っ
て
11
年
目
。
試
合
中
は
教
え
子
で
あ
る

子
供
た
ち
の
、
大
き
な
声
援
を
浴
び
た
。

「
先
生
も
頑
張
っ
て
い
る
ぞ
！　

と
い
う

と
こ
ろ
が
み
せ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

　

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
と
、
仲
間
が

作
る
大
き
な
祝
福
の
輪
に
吸
い
込
ま
れ
て

い
っ
た
。　

◇
形
一
般
男
子

　

103
名
が
出
場
。
試
合
は
３
回
戦
ま
で
が

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、
準
決
勝
以
降
は
勝

ち
残
っ
た
８
名
に
よ
り
、
得
点
方
式
に
よ

る
順
位
決
定
戦
が
行
わ
れ
た
。

　

順
位
決
定
戦
で
は
、
ま
ず
、
２
大
会
連

続
準
優
勝
の
丸
岡
直
人
（
指
定
）
が
壮ソ
ウ

鎮チ
ン

で
42
・
１
点
を
記
録
。
続
く
演
武
は
、
そ

の
丸
岡
を
抑
え
て
連
覇
を
続
け
て
き
た
栗

原
一
晃
（
指
定
）。
得
意
形
の
壮
鎮
で
臨

ん
だ
栗
原
は
、
途
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す

場
面
も
み
ら
れ
た
が
、
42
・
７
点
の
高
得

点
を
記
録
す
る
。
そ
の
後
、上
田
大
介（
指

定
）
が
重
厚
感
あ
る
壮
鎮
を
演
武
し
、
観

客
を
唸う
な

ら
せ
る
も
42
・
２
点
で
栗
原
に
及

ば
ず
。
結
果
、
栗
原
が
４
年
連
続
６
回
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

○
優
勝
＝
栗
原
一
晃
選
手
（
指
定
）

　

優
勝
は
し
た
も
の
の
、
内
容
に
つ
い
て

は
、
納
得
の
い
か
な
い
様
子
だ
っ
た
。

「
怪
我
が
多
く
、
試
合
前
か
ら
か
な
り
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
マ

ッ
ト
も
意
外
に
固
く
感
じ
ま
し
た
」

　

試
合
前
、
足
の
肉
離
れ
を
起
こ
し
て
し

ま
い
本
調
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
組
手
の

試
合
に
も
出
場
し
た
。
と
き
お
り
足
を
引

き
ず
る
場
面
も
あ
っ
た
。

「
言
い
訳
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回

は
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
、
万
全
な
か

た
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
す
」

◇
組
手
一
般
女
子

　

61
名
が
出
場
、
試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
で
行
わ
れ
、
試
合
時
間
３
分
間
一
本

勝
負
で
競
わ
れ
た
。

　

準
決
勝
に
は
優
勝
経
験
の
あ
る
高
橋
優

子
（
指
定
）
と
田
邉
梨
加
子
（
指
定
）、準
々

決
勝
で
前
回
優
勝
の
椎
名
舞
（
指
定
）
を

退
け
た
青
木
郁
美
（
山
口
）
と
、
塚
本
め

ぐ
み
（
本
部
推
薦
）
が
勝
ち
進
ん
だ
。

　

高
橋
と
田
邉
の
試
合
は
接
戦
と
な
り
、

再
試
合
に
も
つ
れ
る
。
高
橋
は
突
き
技
で

技
有
り
を
奪
わ
れ
る
も
、
起
死
回
生
の
上

形
一
般
男
子
優
勝
＝
栗
原
一
晃
（
指
定
）・
壮
鎮

形
一
般
男
子
３
位
＝
丸
岡
直
人
（
指
定
）・
壮
鎮

形
一
般
男
子
準
優
勝
＝
上
田
大
介
（
指
定
）・
壮
鎮

組手一般男子入賞者＝左から中鉢、根本、岡田、浅野
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段
蹴
り
を
決
め
て
一
本
勝
ち
し
た
。
一
方

の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
塚
本
が
青
木
か
ら
上
段

突
き
を
２
回
決
め
て
勝
利
し
た
。

　

決
勝
、
高
橋
は
蹴
り
、
塚
本
は
突
き
で

攻
め
合
い
、
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
く
。

再
試
合
と
な
り
、
開
始
30
秒
、
高
橋
が
塚

本
の
出
端
を
右
上
段
突
き
で
合
わ
せ
て
技

有
り
を
奪
う
。
高
橋
は
巧
み
な
足
捌さ
ば

き
で

塚
本
の
攻
撃
を
凌し
の

ぎ
、
僅
差
で
勝
利
。
６

年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

○
優
勝
＝
高
橋
優
子
選
手
（
指
定
）

　

決
勝
は
勝
ち
に
徹
し
た
の
か
、
さ
が
る

場
面
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

「
こ
こ
に
立
て
る
こ
と
が
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
、
そ
れ
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
た
」

　

最
近
で
は
指
導
者
と
し
て
も
活
躍
。

「
空
手
の
指
導
の
た
め
、
明
日
、
チ
ェ
コ

に
向
か
い
ま
す
」

　

選
手
と
し
て
も
指
導
者
と
し
て
も
、
充

実
し
た
空
手
人
生
を
歩
ん
で
い
る
。

◇
形
一
般
女
子

　

61
名
が
出
場
。
男
子
と
同
様
の
形
式
に

よ
り
争
わ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
で
２
連
覇
し
て
い
た
大
島
望

は
競
技
を
退
い
た
た
め
、
前
回
準
優
勝
の

中
町
美
希
（
指
定
）
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

順
位
決
定
戦
で
は
、
一
番
手
に
演
武
し
た

中
町
が
、
安
定
感
の
あ
る
五ゴ

十
ジ
ュ
ウ

四シ

歩ホ

小
シ
ョ
ウ

で
41
・
４
点
を
マ
ー
ク
。
そ
の
後
、
影
山

日
向
子
（
中
国
地
区
）
が
41
・
０
点
、
高

木
綾
乃
（
指
定
）
が
41
・
１
点
を
記
録
（
と

も
に
五
十
四
歩
小
を
演
武
）。
結
果
、
中

町
の
嬉
し
い
初
優
勝
と
な
っ
た
。

○
優
勝
＝
中
町
美
希
選
手
（
指
定
）

「
結
果
は
考
え
ず
に
、や
り
き
り
ま
し
た
」

　

嬉
し
涙
を
流
し
な
が
ら
語
る
。
横
に
は

前
回
優
勝
の
大
島
望
さ
ん
の
姿
。
決
勝
前

は
気
持
ち
の
入
れ
方
を
教
え
て
く
れ
た
そ

う
。
１
カ
月
前
に
は
出
産
を
経
験
。
愛
娘

の
仁に

唯い

那な

ち
ゃ
ん
を
抱
く
と
、
試
合
中
の

厳
し
い
表
情
か
ら
一
転
し
て
、
優
し
い
母

親
の
顔
に
変
わ
っ
た
。

「
子
供
の
た
め
に
記
念
に
残
る
大
会
に
し

た
か
っ
た
で
す
」

　

試
合
に
懸
け
る
思
い
の
強
さ
で
、
念
願

の
初
優
勝
を
た
ぐ
り
寄
せ
た
。

組手一般女子決勝＝高橋対塚本、高橋（右）の上段突きが決まる

組
手
一
般
女
子
準
決
勝
＝
高
橋
対
田
邉

「
一
本
」
と
な
っ
た
高
橋
（
右
）
の
上
段
蹴
り

組手一般女子入賞者＝左から塚本、高橋、田邉、青木

嬉
し
い
初
優
勝
と
な
っ
た
中
町
選
手
。
抱
い
て

い
る
の
は
愛
娘
の
仁
唯
那
ち
ゃ
ん
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形一般女子準優勝＝
高木綾乃（指定）・五十四歩小

形一般女子優勝＝
中町美希（指定）・五十四歩小

形
一
般
女
子
３
位
＝

影
山
日
向
子
（
中
国
地
区
）・
五
十
四
歩
小

　

凜
と
し
た
姿
で
試
合
を
観
戦
す
る
青
い

目
の
女
性
選
手
。
聞
け
ば
、
日
本
空
手
協

会
の
欧
州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
形
・
組
手
と

も
に
）
の
経
歴
を
も
つ
と
の
こ
と
。

　

一
年
ほ
ど
前
に
来
日
し
、
現
在
は
留
学

生
と
し
て
筑
波
大
学
で
勉
強
中
と
い
う
。

今
回
、
茨
城
県
か
ら
選
出
さ
れ
、
初
め
て

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
。

　

組
手
は
予
選
落
ち
だ
っ
た
が
、
形
競
技

【
大
会
結
果
】

■
個
人
戦

◇
組
手

▽
一
般
男
子
＝
①
根
本
敬
介
（
指
定
）
②
忠

鉢
考
治
（
本
部
推
薦
）
③
浅
野
真
治
（
宮

城
）、
岡
田
泰
典
（
本
部
推
薦
）

▽
一
般
女
子
＝
①
高
橋
優
子
（
指
定
）
②
塚

本
め
ぐ
み
（
本
部
推
薦
）
③
青
木
郁
美
（
山

口
）、
田
邉
梨
加
子
（
指
定
）

▽
高
校
男
子
＝
①
田
中
斗
暉
也
（
静
岡
）
②

吉
村
拓
真
（
埼
玉
）
③
清
水
芳
隆
（
大
阪
）、

大
沢
侑
矢
（
静
岡
）

▽
高
校
女
子
＝
①
岡
田
汐
美
（
滋
賀
）
②
高

木
葉
月
（
新
潟
）
③
和
泉
知
邑
（
福
岡
）、

松
原
美
咲
（
大
阪
）

◇
形

▽
一
般
男
子
＝
①
栗
原
一
晃
（
指
定
）
②
上

田
大
介
（
指
定
）
③
丸
岡
直
人
（
指
定
）

▽
一
般
女
子
＝
①
中
町
美
希
（
指
定
）
②
高

木
綾
乃
（
指
定
）
③
影
山
日
向
子
（
中
国

地
区
）

▽
高
校
男
子
＝
①
本
一
将
（
千
葉
）
②
竹
中

拓
海
（
東
京
）
③
掃
詰
開
士
（
三
重
）

▽
高
校
女
子
＝
①
古
澤
香
寿
美
（
新
潟
）
②

青
木
美
優
（
東
京
）
③
小
林
里
菜
（
茨
城
）

■
団
体
戦

◇
組
手

▽
都
道
府
県
＝
①
東
京
都
②
群
馬
県
③
福
岡
県

▽
一
般
＝
①
二
子
玉
川
支
部
Ａ
（
東
京
）
②

二
子
玉
川
支
部
Ｂ
（
東
京
）
③
愛
空
会
（
愛

知
）

▽
女
子
＝
①
駒
澤
大
（
東
京
）
②
鴨
空
会
（
東

京
）
③
大
正
大
（
東
京
）

▽
大
学
＝
①
駒
澤
大
（
東
京
）
②
国
士
舘
大

（
東
京
）
③
大
正
大
（
東
京
）

▽
高
校
＝
①
東
洋
大
牛
久
高
（
茨
城
）
②
沼

津
支
部
（
静
岡
）
③
大
森
支
部
（
東
京
）

◇
形

▽
都
道
府
県
＝
①
茨
城
県
②
千
葉
県
③
東
京

都
▽
一
般
＝
①
渋
川
空
友
館
Ａ
（
群
馬
）
②
江

別
支
部
（
北
海
道
）
③
茨
田
支
部
（
大
阪
）

▽
女
子
＝
①
駒
澤
大
（
東
京
）
②
青
山
学
院

大
（
東
京
）
③
大
阪
府
本
部
（
大
阪
）

▽
大
学
＝
①
駒
澤
大
（
東
京
）
②
大
正
大
（
東

京
）
③
青
山
学
院
大
（
東
京
）

▽
高
校
＝
①
東
京
都
本
部
（
東
京
）
②
松
商

学
園
高
校（
長
野
）③
新
潟
県
本
部（
新
潟
）

で
は
順
位
決
定
戦
に
進
出
。
他
の
日
本
人

選
手
が
全
て
〝
五
十
四
歩
小
〟
を
選
択
し

た
の
に
対
し
、
一
人
だ
け
〝
雲ウ

ン

手ス

〟
で
臨

ん
だ
。
結
果
は
惜
し
く
も
４
位
。
し
か
し
、

そ
の
健
闘
ぶ
り
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
沸
い
た
。

「
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
日

本
人
選
手
の
技
の
速
さ
が
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
」

　

現
在
20
歳
。
空
手
は
母
国
イ
ギ
リ
ス
で
、

母
親
や
兄
と
共
に
７
歳
か
ら
始
め
た
。

「
空
手
の
稽
古
で
は
、
努
力
す
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。
人
格
を
鍛

え
る
面
に
も
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

来
年
も
出
場
し
て
、
そ
の
実
力
を
存
分

に
み
せ
て
ほ
し
い
。

イ
ギ
リ
ス
人
留
学
生
が
出
場
、〝
雲
手
〟
で
勝
負

ロ
ー
シ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
選
手

心技体 人を育てる総合誌
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〈広告〉

金
城

　
裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　
ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　
﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　
中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　
琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　
松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　
首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　
﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　
章

　
空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　
今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　
空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D
Ō

：

TH
E M
A
R
TIA
L W
A
Y
S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

早
稲
田
大
学
教
授（ 

四
六
判
・
上
製
・
４
１
０
頁 

） 著

菅
野

　

 

純

武
道
子
ど
も
の
心
を
は
ぐ
く
む

臨
床
心
理
学
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
を
育
む
武
道
の

可
能
性
、
教
育
力
に
迫
る
。
子
ど
も
を
よ
り
良
く
伸

ば
す
た
め
の
知
恵
と
珠
玉
の
言
葉
を
満
載
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

） 著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。
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 平
成
24
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大

会
︵
男
子
61
回
・
女
子
21
回
︶
は
�
６
月

23
・
24
日
の
２
日
間
�
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
�

 大
会
初
日
に
は
女
子
５
人
制
と
女
子
３

人
制
が
行
わ
れ
�
５
人
制
で
は
環
太
平
洋

大
学
が
山
梨
学
院
大
を
破
�
て
初
優
勝
を

飾
り
�
３
人
制
で
は
鹿
屋
体
育
大
が
名
城

大
に
勝
�
て
初
優
勝
し
た
�

 ２
日
目
に
行
わ
れ
た
男
子
決
勝
で
は
�

東
海
大
が
日
本
大
を
降
し
て
大
会
史
上
初

と
な
る
５
連
覇
を
達
成
し
た
�

　62
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
７
名
の
点
取
り

式
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ

た
。　前

回
優
勝
の
東
海
大
は
順
当
に
勝
ち
進

み
、
４
回
戦
で
筑
波
大
に
３
―
１
で
勝
っ

て
準
決
勝
へ
。
前
回
３
位
の
明
治
大
が
桐

蔭
横
浜
大
を
５
―
１
で
降
し
て
、
準
決
勝

で
東
海
大
と
対
戦
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　前
回
２
位
の
国
士
舘
大
も
、
４
回
戦
、

日
本
体
育
大
に
３
―
２
で
勝
ち
、
準
決
勝

進
出
。
一
方
、
日
本
大
が
天
理
大
を
３
―

２
で
破
り
、
準
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
。

男

 子

◇
準
決
勝

　

東
海
大　

２
―
１　

明
治
大

先
鋒　

橋
本
壮
市　

引　

分　

菅
原
健
志

次
鋒　

豊
田
竜
太　

小
内
刈
○
六
郷
雄
平

五
将　

奥
村
達
郎　

引　

分　

兒
玉
雄
一

中
堅　

王
子
谷
剛
志　

引　

分　

渡
辺
智
斗

三
将　

野
村
幸
汰　

引　

分　

上
田
轄
麻

副
将　

羽
賀
龍
之
介
○
反　

則　

高
橋
良
介

大
将　

穴
井
航
史

優
勢
勝　

寺
崎
達
也

　先
鋒
は
引
分
け
、
次
鋒
戦
は
明
治
大
・

六
郷
が
小
内
刈
で
一
本
。
五
将
、
中
堅
、

三
将
と
勝
負
が
つ
か
ず
引
分
け
、
副
将
戦

は
東
海
大
・
羽
賀
が
反
則
勝
と
な
る
。
１

―
１
で
迎
え
た
大
将
戦
は
東
海
大
・
穴
井

が
指
導
２
に
よ
る
優
勢
勝
、
辛
う
じ
て
東

海
大
が
決
勝
に
進
ん
だ
。

◇
準
決
勝

　

日
本
大　

３
内
―
３　

国
士
舘
大

先
鋒　

片
岡　

仁　

優
勢
勝

小
川
竜
昂

次
鋒　
レ
イ
ズ
・
カ
ヨ
ル　

払
巻
込
○
井
上
貴
裕

五
将　

原
沢
久
喜
○
反　

則　

春
山
友
紀

中
堅　

稲
田　

基
○
内　

股　

岩
尾
敬
太

三
将　

中
川
裕
喜
○
朽
木
倒　

浅
沼
拓
海

副
将　

古
園
井
新
成　

引　

分　

羽
沢
頼
誠

大
将　

制
野
龍
太
郎　

優
勢
勝

上
杉
亮
太

全日本学生柔道優勝大会

東海大が史上初の５連覇
女子は環太平洋大と鹿屋体育大が初優勝

男子決勝代表戦＝東海大・王子谷が日本大・原沢から有効を奪う

（５人制） （３人制）
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　先
鋒
戦
は
国
士
舘
大
・
小
川
が
背
負
を

返
し
て
有
効
を
奪
っ
て
勝
ち
、
次
鋒
戦
は

国
士
舘
大
・
井
上
が
払
巻
込
を
決
め
て
一

本
。
国
士
舘
大
が
先
制
す
る
。

　五
将
は
日
本
大
・
原
沢
が
反
則
勝
。
中

堅
戦
は
日
本
大
・
稲
田
が
内
股
で
、
三
将

戦
は
日
本
大
・
中
川
が
朽
木
倒
で
、
そ
れ

ぞ
れ
一
本
勝
し
て
逆
転
す
る
。
副
将
は
引

分
、大
将
戦
は
指
導
２
に
よ
り
国
士
舘
大
・

上
杉
が
勝
ち
、結
果
は
３
―
３
と
な
る
が
、

内
容
差
で
日
本
大
の
決
勝
進
出
が
決
ま
っ

た
。

◇
決
勝

　

東
海
大　

３
代
―
３　

日
本
大

先
鋒　

渡
邉
勇
人　

大
内
刈
○
原
沢
久
喜

次
鋒　

王　
　

皓　

優
勢
勝

古
園
井
新
成

五
将　

豊
田
竜
太　

優
勢
勝

中
川
裕
喜

中
堅　

穴
井
航
史

優
勢
勝　

片
岡　

仁

三
将　

王
子
谷
剛
志
○
上
四
方
固　

制
野
孝
二
郎

副
将　

長
澤
憲
大　

引　

分　

稲
田　

基

大
将　

羽
賀
龍
之
介

優
勢
勝　

制
野
龍
太
郎

代
表　

王
子
谷
剛
志

優
勢
勝　

原
沢
久
喜

　先
鋒
戦
、
攻
め
る
東
海
大
・
渡
邉
に
対

し
て
、
技
が
出
ず
中
盤
に
指
導
を
与
え
ら

れ
た
日
本
大
・
原
沢
だ
っ
た
が
、
残
り
時

間
約
１
分
、
大
内
刈
を
決
め
て
一
本
。
次

鋒
戦
、
東
海
大
・
王
の
攻
撃
に
翻
弄
さ
れ

指
導
を
２
つ
取
ら
れ
た
日
本
大
・
古
園
井

が
、
終
盤
反
撃
を
開
始
し
、
終
了
間
際
に

一
本
背
負
投
で
技
有
を
獲
得
し
て
勝
利
。

五
将
戦
で
は
、
技
の
出
な
い
東
海
大
・
豊

田
に
指
導
が
２
つ
与
え
ら
れ
る
。
豊
田
は

終
盤
、
払
巻
込
で
有
効
を
奪
う
も
、
そ
の

後
さ
ら
に
指
導
が
つ
き
、
日
本
大
・
中
川

が
指
導
３
で
優
勢
勝
、
３
―
０
で
日
本
大

が
東
海
大
を
引
き
離
す
。

　中
堅
戦
は
、
日
本
大
・
片
岡
に
指
導
が

３
つ
重
な
り
、
東
海
大
・
穴
井
が
優
勢
勝
。

三
将
戦
、
東
海
大
・
王
子
谷
は
日
本
大
・

制
野
（
孝
）
を
上
四
方
固
で
抑
込
ん
で
一

本
。副
将
戦
は
両
者
ポ
イ
ン
ト
を
取
れ
ず
、

引
分
け
る
。
大
将
戦
で
は
東
海
大
・
羽
賀

が
内
股
で
攻
め
た
て
る
と
制
野
（
龍
）
は

技
を
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
指
導
が
３
つ

与
え
ら
れ
、
羽
賀
が
優
勢
勝
。
３
―
３
で

東
海
大
が
日
本
大
に
追
い
つ
く
。

　代
表
戦
は
東
海
大
・
王
子
谷
対
日
本
大
・

原
沢
。
開
始
か
ら
約
１
分
、
王
子
谷
が
小

外
刈
で
有
効
を
奪
う
。
原
沢
は
内
股
な
ど

で
攻
め
た
て
る
が
決
ま
ら
ず
、試
合
終
了
。

東
海
大
が
大
会
史
上
初
と
な
る
５
連
覇
を

達
成
し
た
。

◎
東
海
大
・
上
水
研
一
朗
監
督

「
東
京
大
会
の
準
々
決
勝
で
明
治
大
に

完
敗
し
、
こ
れ
が
現
実
だ
、
皆
そ
の
悔
し

さ
で
頑
張
っ
て
い
る
ん
だ
と
話
し
ま
し

た
。選
手
た
ち
は
本
当
に
勝
ち
た
い
と
か
、

死
に
も
の
狂
い
で
戦
う
と
い
う
部
分
が
欠

け
て
い
ま
し
た
し
、
コ
ー
チ
陣
に
も
私
に

も
逆の

上ぼ

せ
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
選
手
た
ち
は
そ
こ
か
ら
一

カ
月
で
よ
く
立
て
直
し
ま
し
た
。

　決
勝
で
の
最
初
の
３
敗
は
想
定
し
て
い

た
の
で
、
ど
う
巻
き
返
す
か
問
題
で
し
た

が
、
穴
井
が
主
将
の
意
地
を
見
せ
、
相
手

に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

　５
連
覇
は
チ
ー
ム
結
成
当
時
か
ら
狙
う

と
断
言
し
て
い
ま
し
た
。
連
覇
に
挑
戦
で

き
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
。
来
年
も
こ

の
苦
し
み
を
味
わ
い
た
い
で
す
」

◎
東
海
大
主
将
・
穴
井
航
史
選
手

「
今
は
や
っ
と
終
わ
っ
た
と
い
う
、
ほ

っ
と
し
た
気
持
ち
で
す
。
東
京
大
会
で
負

け
た
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
が

変
わ
り
、
新
チ
ー
ム
と
し
て
挑
戦
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
て
今
日
の
大

会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
決
勝
で

は
、
五
将
ま
で
の
流
れ
は
想
定
し
て
い
た

の
で
、
絶
対
に
自
分
が
流
れ
を
変
え
る
と

思
っ
て
闘
い
ま
し
た
」

日本大の先鋒・原沢が大内刈を決める

東海大の三将・王子谷が上四方固で一本
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　33
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
５
名
の
点
取
り

式
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ

た
。
準
決
勝
に
は
、
前
回
優
勝
の
山
梨
学

院
大
、
前
回
２
位
の
環
太
平
洋
大
、
前
回

３
位
の
東
海
大
、帝
京
大
が
勝
ち
進
ん
だ
。

　準
決
勝
、
山
梨
学
院
大
と
帝
京
大
の
対

戦
で
は
、
ま
ず
先
鋒
戦
で
山
梨
学
院
大
・

加
賀
谷
が
指
導
２
に
よ
る
優
勢
勝
。
次
鋒

は
引
分
け
、
中
堅
戦
は
帝
京
大
・
前
田
が

払
腰
で
有
効
を
奪
っ
て
勝
ち
、
１
―
１
と

な
る
。
副
将
戦
は
山
梨
学
院
大
・
佐
野
が

一
本
勝
、
大
将
戦
で
も
山
梨
学
院
大
・
山

部
が
指
導
２
に
よ
る
優
勢
勝
。
結
果
、
３

―
１
で
山
梨
学
院
大
が
今
回
も
決
勝
進
出

を
決
め
た
。

　一
方
、
環
太
平
洋
大
対
東
海
大
で
は
、

先
鋒
か
ら
副
将
ま
で
、
環
太
平
洋
大
が
一

本
勝
。
大
将
戦
は
指
導
２
に
よ
る
環
太
平

洋
大
・
安
松
の
優
勢
勝
と
な
り
、
環
太
平

洋
大
が
５
―
０
で
決
勝
に
勝
ち
進
ん
だ
。

◇
決
勝

　

環
太
平
洋
大

２
代
―
２

山
梨
学
院
大

先
鋒　

谷
本　

和

優
勢
勝　

加
賀
谷
千
保

次
鋒　

中
里
友
理
子　

内　

股
○
連　

珍
羚

中
堅　
ヌ
ン
イ
ラ
華
蓮
○
内　

股　

佐
野
賀
世
子

女
子
５
人
制

◎
東
海
大
・
王
子
谷
剛
志
選
手

「
決
勝
に
は
自
分
が
勝
た
な
い
と
チ
ー

ム
は
勝
て
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
臨
み
ま

し
た
。
代
表
戦
に
つ
い
て
は
一
週
間
前
か

ら
準
備
を
し
て
お
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
代
表
戦
は
自
分
と
の
闘
い
で
す
。
と

に
か
く
恐
れ
ず
、
全
力
で
闘
い
ま
し
た
」

副
将　

高
橋
ル
イ　

引　

分　

馬
場
菜
津
美

大
将　

安
松
春
香　

優
勢
勝

山
部
佳
苗

代
表　

高
橋
ル
イ
○
判　

定　

馬
場
菜
津
美

　　先
鋒
戦
は
、
指
導
２
で
環
太
平
洋
大
・

谷
本
が
優
勢
勝
。
続
く
次
鋒
戦
で
は
、
開

始
１
分
、
山
梨
学
院
大
・
連
の
内
股
が
決

ま
っ
て
一
本
、
１
―
１
と
な
る
。
す
る
と

中
堅
戦
で
環
太
平
洋
大
・
ヌ
ン
イ
ラ
が
内

股
で
一
本
を
奪
い
、
再
び
環
太
平
洋
大
が

リ
ー
ド
。
副
将
戦
は
激
し
い
攻
防
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
が
、
両
者
技
が
決
ま
ら
ず
引

分
け
る
。
大
将
戦
は
山
梨
学
院
大
・
山
部

が
指
導
２
に
よ
る
優
勢
勝
で
２
―
２
。
勝

敗
は
代
表
戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。

　代
表
は
、
高
橋
と
馬
場
。
序
盤
、
積
極

的
に
攻
め
る
高
橋
に
対
し
、
技
の
出
な
い

馬
場
に
指
導
が
つ
く
。
そ
の
後
は
互
い
に

攻
め
続
け
た
も
の
の
、
ポ
イ
ン
ト
の
な
い

ま
ま
試
合
が
終
了
し
、
判
定
へ
。
高
橋
に

旗
３
本
揃
い
、
環
太
平
洋
大
が
念
願
の
初

優
勝
を
手
に
し
た
。

◎
環
太
平
洋
大
・
古
賀
稔
彦
部
長

「
上
級
生
た
ち
に
は
『
今
年
の
歴
史
は
お

前
た
ち
が
作
る
ん
だ
、
日
本
一
に
な
る
姿

を
後
輩
た
ち
に
見
せ
ろ
』、
後
輩
た
ち
に

は
『
先
輩
た
ち
の
日
本
一
の
姿
を
し
っ
か

り
見
て
お
前
た
ち
が
引
き
継
げ
。
そ
れ
が

５連覇を達成した東海大

女子５人制決勝で次鋒の山梨学院大・連が内股を決めて一
本取ると（上）、続く中堅戦で環太平洋大・ヌンイラ華蓮
も同じく内股で一本（左）
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女
子
３
人
制

伝
統
に
繋
が
っ
て
い
く
ん
だ
』
と
話
し
て

挑
み
ま
し
た
。
今
日
は
本
当
に
歴
史
を
作

っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
」

◎
環
太
平
洋
大
・
高
橋
ル
イ
選
手

「
代
表
戦
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
あ
り
怖

か
っ
た
の
で
す
が
、
み
ん
な
が
自
分
を
信

じ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
最
後
ま
で
攻
め

て
思
い
切
っ
て
闘
い
ま
し
た
。
来
年
も
こ

こ
に
来
て
連
覇
し
た
い
で
す
」

　29
校
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
３
名
の
点
取
り

式
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ

た
。
準
決
勝
に
駒
を
進
め
た
の
は
、
東
京

学
芸
大
、
名
城
大
、
鹿
屋
体
育
大
、
旭
川

大
と
な
っ
た
。

　東
京
学
芸
大
対
名
城
大
で
は
、
先
鋒
、

大
将
は
引
分
け
る
。
中
堅
戦
で
一
本
勝
し

た
名
城
大
が
決
勝
へ
。
鹿
屋
体
育
大
対
旭

川
大
で
は
、
先
鋒
は
勝
負
が
つ
か
ず
引
分

け
、
中
堅
戦
で
鹿
屋
体
育
大
・
石
橋
が
小

外
掛
で
有
効
を
奪
い
、
大
将
戦
も
鹿
屋
体

育
大
・
古
賀
が
旭
川
大
・
小
川
を
袈
裟
固

で
抑
込
ん
で
一
本
勝
。
決
勝
は
名
城
大
と

鹿
屋
体
育
大
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　
◇
決
勝

　

鹿
屋
体
育
大　

２
―
０　

名
城
大

先
鋒　

長
野
希
美　

引　

分　

上
田
聖
奈

中
堅　

石
橋
貴
穂

優
勢
勝　

古
木
里
香

大
将　

古
賀
ち
な
つ
○
上
四
方
固　

小
城　

茜

　先
鋒
戦
、
名
城
大
・
上
田
は
指
導
を
与

え
ら
れ
る
と
、
直
後
に
小
外
刈
で
有
効
を

取
る
。
し
か
し
上
田
に
２
つ
目
の
指
導
が

つ
き
、
引
分
に
終
わ
る
。
中
堅
戦
で
は
石

橋
に
指
導
、
古
木
も
後
半
に
指
導
が
２
回

重
な
り
、
石
橋
が
優
勢
勝
。
大
将
戦
は
開

始
約
１
分
、
背
負
を
仕
掛
け
た
鹿
屋
体
育

大
・
古
賀
を
名
城
大
・
小
城
が
寝
技
に
引

き
込
も
う
と
す
る
と
、
古
賀
が
逆
に
抑
え

込
み
、
上
四
方
固
で
一
本
。
２
―
０
で
、

鹿
屋
体
育
大
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
鹿
屋
体
育
大
・
古
賀
ち
な
つ
選
手

「
嬉
し
い
で
す
。
決
勝
は
中
堅
が
有
効
を

と
っ
て
良
い
流
れ
で
来
て
い
た
の
で
、
自

分
が
し
っ
か
り
勝
ち
を
収
め
て
優
勝
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
連
覇
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
」

【
大
会
結
果
】

◇
男
子

①
東
海
大
（
東
京
）
②
日
本
大
（
東
京
）

③
明
治
大
（
東
京
）、国
士
舘
大
（
東
京
）

▽
優
秀
選
手
＝
穴
井
航
史
（
東
海
大
）、

羽
賀
龍
之
介（
東
海
大
）、中
川
裕
喜（
日

本
大
）、
原
沢
久
喜
（
日
本
大
）、
六
郷

雄
平
（
明
治
大
）、
小
川
竜
昂
（
国
士

舘
大
）、
金
子
亮
平
（
筑
波
大
）、
橋
爪

謙
（
桐
蔭
横
浜
大
）、下
和
田
翔
平
（
日

本
体
育
大
）、
小
林
督
之
（
天
理
大
）

◇
女
子
５
人
制

①
環
太
平
洋
大
（
中
国
四
国
）
②
山
梨

学
院
大
（
関
東
）
③
帝
京
大
（
東
京
）、

東
海
大
（
東
京
）

▽
優
秀
選
手
＝
ヌ
ン
イ
ラ
華
蓮
（
環
太

平
洋
大
）、山
部
佳
苗
（
山
梨
学
院
大
）、

前
田
奈
恵
子（
帝
京
大
）、土
屋
文
香（
東

海
大
）

◇
女
子
３
人
制

①
鹿
屋
体
育
大
（
九
州
）
②
名
城
大
（
東

海
）
③
東
京
学
芸
大
（
東
京
）、
旭
川

大
（
北
海
道
）

▽
優
秀
選
手
＝
古
賀
ち
な
つ
（
鹿
屋
体

育
大
）、
古
木
里
香
（
名
城
大
）、
堀
い

く
み
（
東
京
学
芸
大
）、
伊
藤
楓
（
旭

川
大
）

　

女
子
５
人
制
決
勝
代
表
戦
＝

高
橋
（
左
）
対
馬
場

女
子
３
人
制
決
勝
大
将
戦
＝

古
賀
（
右
）
対
小
城
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〈広告〉

（ 

四
六
判
・
上
製
・
５
５
２
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD付・414頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・412頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD付・336頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）
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ニュース

□
選
手
権
大
会

　

７
日
に
女
子
（
90
名
出
場
）、
８
日
に

男
子
（
176
名
出
場
）
の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、
試
合
時
間
は
男

子
５
分
、
女
子
４
分
の
三
本
勝
負
、
時
間

内
に
決
し
な
い
場
合
は
、
時
間
無
制
限
の

一
本
勝
負
に
よ
る
延
長
戦
で
争
わ
れ
た
。

▽
男
子

　ベ
ス
ト
４
に
は
安
藤
翔
（
国
士
舘
大
）、

中
澤
公
貴
（
国
士
舘
大
）、
浅
井
亮
（
鹿

屋
体
育
大
）、
山
本
大
喜
（
国
際
武
道
大
）

が
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

準
決
勝
で
対
戦
し
た
安
藤
と
中
澤
は
、

同
じ
大
学
の
４
年
生
。
手
の
内
が
分
か
っ

て
い
た
の
で
や
り
づ
ら
か
っ
た
と
い
う
安

藤
だ
っ
た
が
、
離
れ
際
の
面
と
出
小
手
を

決
め
て
二
本
勝
ち
し
た
。

　

浅
井
と
山
本
の
対
戦
は
、
浅
井
が
面
で

　

第
60
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会
、
第
46
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大

会
、
第
59
回
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合
、
第
６
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
東
西

対
抗
試
合
（
主
催
＝
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
、
毎
日
新
聞
社
）
は
７
月
７
日
、
８
日
の

両
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
に
よ
り
争
わ
れ
た
選
手
権
で
は
、
男
子
で

安
藤
翔
（
国
士
舘
大
）、
女
子
で
小
森
田
渚
（
大
阪
教
育
大
）
が
優
勝
し
た
。
東
西
対
抗

試
合
で
は
、
男
子
で
東
軍
（
２
人
残
し
）、
女
子
で
西
軍
（
大
将
戦
ま
で
）
が
勝
利
し
た
。

　

ま
た
、
全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
が
設
立
60
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
初
日

の
大
会
終
了
後
、
東
京
・
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。

◇全日本学生剣道選手権大会　　◇全日本女子学生剣道選手権大会
◇全日本学生剣道東西対抗試合　◇全日本女子学生剣道東西対抗試合

安藤翔（国士舘大）、小森田渚（大阪教育大）が
　　　　　　　　　　学生剣道日本一
男
子

女
子

男子準決勝＝安藤（左）対中澤

男子決勝＝安藤（右）対浅井女子決勝＝小森田（左）対高橋

男子準決勝＝浅井（右）対山本
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先
制
す
る
も
、
山
本
が
同
じ
く
面
で
取
り

返
す
接
戦
と
な
る
。試
合
時
間
３
分
過
ぎ
、

浅
井
が
鍔
迫
り
合
い
か
ら
放
っ
た
引
き
面

が
一
本
と
な
り
、
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

決
勝
、
安
藤
対
浅
井
は
、
序
盤
か
ら
鍔

迫
り
合
い
が
続
く
。
残
り
30
秒
に
な
り
、

よ
う
や
く
技
を
出
し
合
う
展
開
と
な
る
。

浅
井
は
近
間
か
ら
引
き
面
を
放
つ
が
不
十

分
。
一
方
、
安
藤
は
残
心
で
さ
が
る
浅
井

を
追
っ
て
小
手
を
打
ち
、
一
本
を
奪
う
。

終
了
間
際
に
は
相
面
と
な
り
、
場
内
が
沸

く
も
旗
は
上
が
ら
ず
。
ち
ょ
う
ど
時
間
と

な
っ
て
、
安
藤
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　

関
東
大
会
（
予
選
）
で
は
、
右
親
指
骨

折
の
影
響
も
あ
り
、
思
う
よ
う
な
剣
道
が

出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
敗
者
復
活

戦
で
ぎ
り
ぎ
り
の
予
選
通
過
だ
っ
た
。
今

大
会
で
も
２
回
戦
か
ら
４
回
戦
ま
で
一
本

を
取
ら
れ
、
苦
し
い
試
合
が
続
い
た
。

「
い
ま
ま
で
は
取
ら
れ
て
か
ら
気
持
ち
の

◉
男
子
優
勝
＝
安
藤
翔
選
手
（
国
士
舘
大
）

◇
女
子

　今
大
会
で
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
世
界

大
会
出
場
の
た
め
、
予
選
に
参
加
で
き
な

か
っ
た
選
手
に
対
し
、「
選
手
権
出
場
特

別
枠
」
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

松
本
弥
月
・
高
橋
萌
子
（
と
も
に
法
政
大
）

の
２
選
手
に
、
本
大
会
へ
の
出
場
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
松
本
は
前
回
準

優
勝
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
期
待
さ
れ
た

が
、
怪
我
の
た
め
欠
場
。
世
界
大
会
団
体

戦
で
活
躍
の
高
橋
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

　

序
盤
戦
で
は
、
前
回
１
年
生
で
こ
の
大

会
を
制
し
た
津
田
佳
菜
子（
鹿
屋
体
育
大
）

が
初
戦
で
敗
れ
る
波
乱
が
あ
っ
た
。

　

四
強
に
は
、
関
西
予
選
で
優
勝
の
小
森

田
渚
（
大
阪
教
育
大
）、瀬
沼
あ
か
り
（
東

海
大
）、
有
馬
七
純
（
福
岡
大
）、
そ
し
て

特
別
枠
の
高
橋
が
名
を
連
ね
た
。

　

準
決
勝
、
小
森
田
対
瀬
沼
は
、
両
者
決

め
手
の
な
い
ま
ま
延
長
戦
に
な
る
。
延
長

開
始
後
す
ぐ
に
、
小
森
田
は
瀬
沼
の
起
こ

り
を
狙
っ
て
小
手
に
切
り
、
勝
利
し
た
。

　

高
橋
と
有
馬
の
対
戦
は
延
長
ま
で
も
つ

れ
、
５
分
過
ぎ
、
瀬
沼
が
面
に
跳
ん
だ
と

こ
ろ
で
高
橋
が
抜
き
胴
を
決
め
て
、勝
利
。

　

決
勝
は
小
森
田
対
高
橋
。
初
太
刀
で
小

森
田
が
面
に
出
れ
ば
高
橋
も
負
け
じ
と
面

に
返
す
。
３
分
過
ぎ
、
間
合
を
詰
め
る
小

森
田
に
対
し
、
さ
が
る
高
橋
は
、
退
く
足

を
止
め
て
面
に
出
る
。
し
か
し
、
小
森
田

は
そ
れ
に
対
し
て
一
瞬
早
く
反
応
し
、
面

で
一
本
。
そ
の
ま
ま
時
間
と
な
り
、
小
森

田
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
女
子
優
勝
＝
小
森
田
渚
選
手
（
大
阪
教
育
大
）

「
応
援
し
て
く
れ
る
み
ん
な
の
た
め
に
頑

張
り
ま
し
た
。
決
勝
の
面
は
、
体
が
勝
手

に
反
応
し
て
出
た
技
で
し
た
。
４
分
間
と

い
う
試
合
時
間
の
中
で
、
自
分
の
技
を
最

後
ま
で
試
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

入
れ
替
え
が
出
来
ず
に
い
ま
し
た
。
で
も
、

４
年
生
で
学
生
最
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
日
は
な
ん
と
し
て
も
一
本
取
り
返
え
そ

う
と
思
い
ま
し
た
。
悔
い
の
な
い
試
合
を

す
る
の
が
目
標
で
し
た
」

　

中
学
生
の
頃
か
ら
実
力
選
手
と
し
て
注

目
を
浴
び
て
き
た
が
、
今
一
歩
の
所
で
頂

点
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
国
士
舘
大
学
の

主
将
と
し
て
迎
え
た
こ
の
大
会
で
は
、
前

回
優
勝
の
藤
岡
弘
径
先
輩
の
後
を
継
ぎ
、

選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。
様
々
な
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
を
抱
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
や
っ
と
日
本
一
に
な
れ
ま
し
た
」

　

涙
な
が
ら
に
語
っ
た
こ
の
言
葉
が
、
全

て
を
集
約
し
て
い
た
。

女
子
準
決
勝
＝
高
橋
対
有
馬

高
橋
（
左
）
の
胴
が
決
ま
る

女
子
準
決
勝
＝
小
森
田
対
瀬
沼

小
森
田
（
右
）
の
小
手
が
決
ま
る
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□
東
西
対
抗
試
合

　

７
日
に
女
子
、
８
日
に
男
子
の
試
合
が

行
わ
れ
た
。
男
子
は
東
西
各
20
名
、
女
子

は
各
10
名
が
出
場
。試
合
時
間
は
３
分
間
。

三
本
勝
負
の
勝
ち
抜
き
戦
で
争
わ
れ
、
時

間
内
に
決
し
な
い
場
合
は
、
引
き
分
け
と

し
、
大
将
の
試
合
の
み
時
間
無
制
限
の
一

本
勝
負
に
よ
る
延
長
戦
が
行
わ
た
。

▽
男
子

　先
鋒
の
竹
ノ
内
佑
也
（
筑
波
大
）
は
、

鋭
い
面
で
西
軍
選
手
を
翻
弄
し
、
い
き
な

り
３
連
勝
。
東
軍
が
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
。
西
軍
も
負
け
じ
と
11
将
の

杉
下
尚
悟
（
鹿
屋
体
育
大
）
が
４
つ
星
を

取
り
戻
し
、
東
軍
中
堅
の
宮
本
大
幹
（
中

央
大
）
を
引
き
ず
り
出
す
。

　

し
か
し
、
宮
本
は
抜
き
胴
で
杉
下
を
返

り
討
ち
に
し
、
そ
の
後
も
２
人
抜
く
。
さ

ら
に
東
軍
は
、
６
将
の
菊
地
裕
志
（
日
本

体
育
大
）
が
３
人
抜
き
し
、
西
軍
大
将
の

加
藤
正
矢
（
大
阪
体
育
大
）
と
対
戦
す
る
。

こ
こ
で
加
藤
は
大
将
の
意
地
を
見
せ
、
菊

地
を
返
り
討
ち
に
し
て
３
人
抜
き
を
み
せ

る
も
、東
軍
３
将
の
足
達
翔
太
（
明
治
大
）

に
小
手
を
奪
わ
れ
、
敢
え
な
く
敗
退
。
２

人
残
し
で
東
軍
の
勝
利
が
決
ま
っ
た
。

◉
東
軍
先
鋒
＝
竹
ノ
内
佑
也
選
手
（
筑
波
大
）

　

１
年
生
な
が

ら
先
鋒
で
３
人

抜
き
の
活
躍
。

個
人
戦
で
も
ベ

ス
ト
８
に
食
い
込
ん
だ
。

「
ど
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
も
出
る
な
ら
一

緒
で
す
。
思
い
切
っ
て
や
る
だ
け
で
す
。

得
意
技
は
面
で
す
。
個
人
戦
の
結
果
は
満

足
し
て
い
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
勝
ち
た
か

っ
た
で
す
」

◉
東
軍
中
堅
＝
宮
本
大
幹
選
手（
中
央
大
）

「
自
分
の
剣
道

を
貫
こ
う
と
だ

け
思
っ
て
い
ま

し
た
。
中
堅
と

い
う
重
要
な
役
割
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

ち
ょ
っ
と
で
も
チ
ー
ム
に
貢
献
し
た
か
っ

た
で
す
。
優
秀
選
手
賞
も
狙
っ
て
い
ま
し

し
た
」

大
将
副
将

3
将

4
将

5
将

6
将

7
将

8
将

9
将

中
堅

11
将

12
将

13
将

14
将

15
将

16
将

17
将

18
将
次
鋒

先
鋒

　
　
　

  

東　

軍
（
２
人
残
し
で
勝
利
）

　

安
藤　
　

翔

　

山
本　

大
喜

藺
足
達　

翔
太

　

細
川　

和
樹

　

甲
斐　

勇
太

〃〃〃

藺
菊
地　

裕
志

〃

藺
藤
枝　
　

誠

　

冨
田　

成
慈

〃

　

鈴
木　
　

翔

〃〃〃

藺
宮
本　

大
幹

　

時
田　
　

亮

　

伊
藤　
　

陸

　

若
松　
　

光

〃

藺
髙
垣
紳
二
朗

　

菅
野　

隆
介

　

千
徳
宏
次
朗

〃

　

黒
木　

翔
平

　

秀
徳　

信
彰

　

星
野　

雄
輝

〃〃〃

藺
竹
ノ
内
佑
也

氏　

名

４４４４４ ４ ４４ ４ ３３４４ ４３３ ２３３ １学
年

国
士
舘
大

国
際
武
道
大

明
治
大

東
北
学
院
大

早
稲
田
大

日
本
体
育
大

東
北
福
祉
大

福
井
工
業
大

日
本
大

中
央
大

東
海
大

北
海
道
大

慶
應
義
塾
大

福
井
工
業
大

国
士
舘
大

北
海
道
教
育
大
岩
見
沢
校

東
北
学
院
大

法
政
大

北
海
道
大

筑
波
大
学
校
名

㋙ メ㋱
コ
㋙
コ
㋱
メ

㋙
メ

㋙ ○ド ○ド 

メ
○ド ㋱

メ
㋙
メ

○ド メ㋱
メ
㋙
メ
㋱
各
試
合
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

軍

㋱
コ
㋙　 ㋱
メ
メ　 メ　 ○ド 

メ
㋱
メ

㋱　 ㋱　 ㋱　 ㋱
メ

㋱　 ド　 メ
メ
㋙　

大
将
副
将
３
将
４
将
５
将

６
将
７
将
８
将
９
将
中
堅

11
将

12
将

13
将

14
将

15
将

16
将

17
将

18
将
次
鋒
先
鋒

〃〃〃

藺
加
藤　

正
矢

　

鴨
宮　

康
彰

　

温
井　

祐
策

　

海
野　

祐
介

　

木
村　

有
統

〃〃

藺
村
松　

大
輝

　

小
島　

雅
登

　

和
田　

悠
暉

　

林
田　

善
人

　

中
間　

博
之

〃〃〃〃

藺
杉
下　

尚
悟

〃

　

山
口　

奨
太

　

村
上　

哲
彦

　

中
津　

琢
磨

　

中
原　

翔
平

〃

藺
中
山　

聡
史

　

宮
本　

忠
明

　

川
上　

正
悟

　

平
井　

大
貴

　

森
野　

普
士

氏　

名

４４４４４ ４３３４３ ３ ２２４４ ４３４２３学
年

大
阪
体
育
大

鹿
屋
体
育
大

立
命
館
大

中
京
大

同
志
社
大

朝
日
大

愛
知
学
院
大

環
太
平
洋
大

近
畿
大

関
西
大

鹿
屋
体
育
大

佐
賀
大

松
山
大

関
西
学
院
大

中
京
大

日
本
経
済
大

環
太
平
洋
大

京
都
産
業
大

福
岡
大

立
命
館
大学
校
名

　
　
　

監　

督
・
香
田
郡
秀
（
筑
波
大
Ｏ
Ｂ
）

東
軍　

助
監
督
・
藤
崎
金
子
（
国
士
舘
大
Ｏ
Ｇ
）

　
　
　

助
監
督
・
折
口
築
（
東
京
教
育
大
Ｏ
Ｂ
）

　
　
　

監　

督
・
伊
藤
幹
男
（
大
阪
経
済
大
Ｏ
Ｂ
）

西
軍　

助
監
督
・
木
ノ
下
豊
子
（
大
阪
体
育
大
Ｏ
Ｇ
）

　
　
　

助
監
督
・
吉
谷
修
（
福
岡
教
育
大
Ｏ
Ｂ
）

※
名
前
上
部
の
藺
は
優
秀
選
手
賞

× × ×× × ×

◇
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合
（
男
子
）

東
軍
中
堅
・
宮
本
対
西
軍
11
将
・
杉
下

宮
本（
奥
）が
胴
を
決
め
て
杉
下
の
連
勝
を
止
め
た
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▽
女
子

　東
軍
先
鋒
の
高
橋
萌
子
︵
法
政
大
︶
が

２
人
抜
き
す
れ
ば
�
西
軍
７
将
の
矢
ケ
崎

友
香
（
関
西
学
院
大
）
も
２
つ
取
り
返
す
。

両
軍
互
角
の
展
開
と
な
り
、
勝
負
の
行
方

は
大
将
戦
へ
。

　

西
軍
阿
久
津
麻
里
（
立
命
館
大
）
対
東

軍
山
口
美
紀
（
筑
波
大
）。
大
将
同
士
の

戦
い
は
延
長
ま
で
も
つ
れ
た
が
、
阿
久
津

が
遠
間
か
ら
面
に
跳
び
込
ん
で
一
本
。
西

軍
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

◉
東
軍
先
鋒
＝
高
橋
萌
子
選
手（
法
政
大
）

「
先
鋒
と
し
て

チ
ー
ム
の
勢
い

を
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
一
生

懸
命
や
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
大
学

生
に
な
っ
て
初
め
て
の
試
合
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
」

◉
西
軍
大
将
＝
阿
久
津
麻
里
選
手（
立
命
館
大
）

「
大
将
を
任
さ

れ
る
と
知
っ
た

っ
た
と
き
は
、

﹃
ど
う
し
よ
う
﹄

と
不
安
で
し
た
。
で
も
、
今
日
の
試
合
は

学
生
剣
道
の
集
大
成
だ
と
思
っ
て
、
思
い

切
っ
て
技
を
出
し
ま
し
た
」

大
将
副
将
３
将
４
将
中
堅
６
将
７
将
８
将
次
鋒

先
鋒

　
　
　

  

東　

軍
〃

藺
山
口　

美
紀

　

荒
谷　

直
子

　

菊
池　

香
織

　

髙
橋　

愛
子

　

末
弘　

夏
菜

　

酒
井　

美
保

　

渡
部　
　

澪

　

津
野
佑
実
華

　

谷
山
奈
津
美

〃〃

藺
高
橋　

萌
子

氏　

名

４４４４２３４２３ １学
年

筑
波
大

東
海
大

東
北
学
院
大

日
本
体
育
大

国
士
舘
大

小
樽
商
科
大

東
北
福
祉
大

新
潟
大

北
海
道
大

法
政
大
学
校
名

㋱ メ ㋱㋱
各
試
合
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　

軍
（
大
将
戦
に
よ
り
勝
利
）

㋱　

　

○ド
コ

　

㋱
メ

㋱　 ○ド　

　 　

大
将
副
将

３
将
４
将
中
堅
６
将

７
将
８
将
次
鋒
先
鋒

藺
阿
久
津
麻
里

　

吉
永　

有
里

〃

藺
岩
谷　

千
裕

　

園
山　

由
華

　

小
森
田　

渚

　

太
田　
　

歩

〃〃

藺
矢
ケ
崎
友
香

　

安
河
内
か
お
り

　

芝
田　

幹
江

　

藤
本　
　

美

氏　

名

４４ ４３３４ ４３３３学
年

立
命
館
大

近
畿
大

朝
日
大

広
島
文
教
女
子
大

大
阪
教
育
大

中
部
大

関
西
学
院
大

福
岡
大

広
島
大

鹿
屋
体
育
大
学
校
名

× × ×× ×

◇
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合
（
監
督
・
助
監
督
は
男
子
と
同
じ
）
※
名
前
上
部
の
藺
は
優
秀
選
手
賞

︻
大
会
結
果
︼

■
選
手
権
大
会

◇
男
子
＝
①
安
藤
翔
（
国
士
舘
大
）
※
大
学

と
し
て
は
２
年
連
続
11
回
目
②
浅
井
亮

（
鹿
屋
体
育
大
）
③
山
本
大
喜
（
国
際
武

道
大
）、
中
澤
公
貴
（
国
士
舘
大
）

◇
女
子
＝
①
小
森
田
渚
（
大
阪
教
育
大
）
※

大
学
と
し
て
は
４
年
ぶ
り
２
回
目
②
高
橋

萌
子
（
法
政
大
）
③
瀬
沼
あ
か
り
（
東
海

大
）、
有
馬
七
純
（
福
岡
大
）

■
東
西
対
抗
試
合

◇
男
子
＝
東
軍
が
２
人
残
し
で
勝
利

　
　
　
　
（
東
軍
42
勝
16
敗
１
引
き
分
け
）

◇
女
子
＝
西
軍
が
大
将
戦
で
勝
利

　
　
　
　
（
西
軍
４
勝
２
敗
）

西
軍
大
将
・
阿
久
津
対
東
軍
大
将
・
山
口

阿
久
津
（
右
）
が
延
長
戦
で
面
を
決
め
る

　

全
日
本
学
生
剣
道
連
盟
設
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会

が
７
月
７
日
、
東
京
・
飯
田
橋
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

パ
レ
ス
に
て
関
係
者
約
200
人
を
集
め
て
行
わ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、始
め
に
鳥
居
泰
彦
会
長
が
挨
拶
。

次
に
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長
、
広
田
勝
己
毎
日
新

聞
社
事
業
本
部
長
、
加
賀
谷
誠
一
全
日
本
剣
道
連
盟

副
会
長
が
来
賓
挨
拶
。
続
い
て
毛
利
平
副
会
長
の
発

声
に
よ
り
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

　

会
の
途
中
で
は
加
藤
正
啓
学
生
常
任
理
事
に
よ

り
、
３
月
に
記
念
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
日
欧
交

流
親
善
使
節
団
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
佐

藤
成
明
関
東
学
生
剣
道
連
盟
会
長
に
よ
り
中
締
が
行

わ
れ
た
。
学
連
役
員
ほ
か
、
関
係
者
が
歓
談
に
ふ
け

る
中
、
祝
賀
会
は
盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

全
日
本
学
生
剣
道
連
盟

設
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会
が
行
わ
れ
る

毛利平副会長の発声により乾杯



〈広告〉
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・344頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278頁 ）




